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   「落雷の心配がある場合」の対応について（お願い） 
 
 平素は、本校の教育活動にご理解とご支援をいただきありがとうございます。 

さて、特にここ数年において、突然の雷や突風・激しい雤等、気象の変動が大きく、
子どもたちの登下校中における落雷等による事故に対して危惧しています。 
 そこで、登下校時を含む、落雷の心配がある場合の対応を下記のようにしますので、
ご理解とご協力をお願いします。 

記 
１ 「落雷の心配がある場合」について 
 

「落雷の心配がある場合」を以下のように定義します。 
 ① 津市に「雷注意報」が発表されており、かつ、 
 ② 黒雲・突風や気温の低下・激しい雤等があり、雷鳴が聞こえている場合 

 
 
２ 「落雷の心配がある場合」の登校について 
 

 ・原則として各ご家庭の判断で、待機をお願いします。 
 ・学校から「まち comi メール」入った場合は、その指示に従ってください。 
 ・８：２５に到着が難しい場合には、学校に連絡を入れてください。 
  この場合、登校が遅れても遅刻扱いとはしません。 

 
３ 生徒在校時の対応について（部活動時を含む） 
 

・ただちに屋外での活動を中止し、校舎内での活動に切り替えます。 
 
４ 下校時間帯の対応について 
 
  ・下校時間等に変更がある場合は、学校から「まち comi」で対応をお知らせします。

休日の部活動等の場合は、顧問から連絡をします。 
 
５ 生徒への指導について 
 
  ・登下校時において落雷が心配される場合の対応に関し、学校では次のように指導

します 
 

① 自宅近くにいれば帰宅し、学校の近くにいれば校舎内に避難する。 
② ①が難しい場合には、近くの店などに事情を話し、屋内に入れてもらう。 

   ③ ②も難しい場合（近くに安全な空間がない場合）は、電柱・煙突・鉄塔・建築
物などの高い物体の頂上を４５度以上の角度で見上げる範囲で、その物体から
４m以上離れたところ（保護範囲：裏面参照）に避難します。 

     なお、高い木の近くは危険なので近寄らない 
   ④ 雷鳴が止み、２０分以上経過してから移動する。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（気象庁ＨＰより） 


